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を余儀なくされ、久米の至聖廟（孔子廟）・明倫堂は 1944 年 10 月 10 日の大規模空襲（十・
十空襲）で、首里の聖廟と国学も翌年の沖縄戦で灰燼に帰した。しかし、戦後の約 30 年
にわたる空白をへて、1974（昭和 49）年 12 月には久米村人の末裔が組織する久米崇聖会





琉球・沖縄における釈奠の位置づけの変化についても論じた [ 石垣 2019]。
1975 年の至聖廟再建に際し、台湾側から積極的な支援が行われたことについては、久
米崇聖会の刊行物など、日本国内でもすでにいくつかの論考・文献が言及してきた [e.g. 







1993 年）で 1970 年代半ばには理事の一人であった故・具志堅以徳氏が所蔵していた関連
資料 [ 久米崇聖会 2018]（3）のコピーを、入手・参照することができた。また、台湾側での
資料・文献調査を通じて、孔子銅像建立除幕式や至聖廟落成式そして釈奠など一連の式典




― 1975 年前後の協力・寄贈品とその政治・文化的背景への注目から ―










た [ 具志堅（編）2010；輝 2010]。
後述するように、至聖廟再建の際には、台湾側から孔子銅像、孔子・四配神位、祭器（礼
器）や扁額などが寄贈されたとされる [ 劉 1976：163、1989：144；国吉（編）1995：
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西　暦 出　来　事 背景・備考
1973年８月上旬 国吉理事長らの台北市孔廟視察 台湾側へ支援要請
 〃 年９月28日 久米崇聖会一行の台北市孔廟・釈奠見学
1974年３月15日 ※中琉文経協会久米崇聖会支援決定 台北市孔廟などの協力
 〃 年４月12日 中琉文経協会へ孔子神位の寄贈交渉 対象 : 方治理事長
 〃 年６月24日 久米崇聖会、李雪峰を招き理事会 李氏＝中琉文経協会・会員






 〃 年10月 台北市より孔子銅像寄贈の通知
 〃 年10月９日 方治理事長の来沖　建築現場視察
 〃 年12月13日 大成殿・明倫堂、天尊廟・天妃宮竣工 「仰高門」の扁額も完成
 〃 年12月17日 台北市の関係者へ招待状送付
 〃 年12月20日 具志堅理事、訪台し孔子神位・祭器等受領 天尊神像等は台北で購入
 〃 年12月25日 具志堅理事帰国後に神位・神像などを安置
 〃 年12月30日 徐経満事務所で台湾側来賓歓迎の打ち合わせ 徐氏＝台湾省商聯会駐琉代表
1975年１月４日 理事会（式次第、執行係員配置、招待客名簿他）
 〃 年１月５日 釈奠実施に向け、祭典実行委員会を結成
 〃 年１月13日 台北市からの孔子銅像が那覇新港に到着台湾からの来賓への歓迎会打ち合わせ
海雄号での輸送
 〃 年１月16日 久米崇聖会から久米婦人会への協力依頼小型孔子像や孔子・四配神位の沖縄寄贈要請 中琉文経協会→台北市
 〃 年１月21日 釈奠に向け久米村の年長者と懇談、指導依頼
 〃 年１月24日 斯文会・麓保孝および台湾側来賓の来沖
 〃 年１月25日
孔子像建立（13:10 ～ 13:30 分）
至聖廟・明倫堂他落成式（14:30 ～ 15:20）
釈奠（15:30 ～ 15:50）〔＋奉納芸能、祝宴〕








しかし、1972 年 5 月 15 日に沖縄が「復帰」した日本は、中国代表権をめぐる国際連合（国
連）・総会でのアルバニア決議（1971 年 10 月）の後に中華人民共和国との「日中国交正
常化」（1972 年 9 月）を選択し、中華民国との国交を断絶したばかりだった。それでも、「復
帰」以前から続く政治・経済的な交流を基礎とし、久米崇聖会側は台湾側に支援を求めた
のである。台北市孔廟管理委員会・執行秘書の劉寧顔の報告に基づけば、1973 年 8 月上旬、
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を見学したという [ 劉 1976：163、1989：143]（6）。





済協会からは錫製の香炉や燭台などの祭器を寄贈することが決定された [ 劉 1976:163；中
琉文化経済協会（編）1998：21、176；cf. 方 1990：240]（8）。沖縄での至聖廟建設が進むな
か、その後も、中琉文化経済協会経由での台湾側と沖縄側（久米崇聖会）とのやり取りが
継続された。同年 12 月 20 日には、久米崇聖会を代表して訪台した具志堅以徳理事が台北
市孔廟での贈呈式に出席し、孔子および四配の神位や祭器などを受け取ったとされる [ 劉
1976：163、1989：144]（9）。

































関連資料 [ 劉 1976；中琉文化経済協会（編）1998；久米崇聖会 2018] より作成
地域 氏　 名 所 属 ・ 役 職
01 日 麓 保孝 斯文会・常務理事（同会・徳川宗敬会長代理）
02 台 方 治 訪問団・団長 : 中琉文化経済協会・理事長
03 台 孔 徳成 〃顧問 : 孔聖奉祀官、孔子 77 代孫
04 台 華 仲麐 〃副団長 : 中華民国孔孟学会・秘書長（考試委員）
05 台 謝 仁釗 〃副団長 : 中琉文化経済協会・常務理事（立法委員）
06 台 陳 重光 〃団員 : 中琉文化経済協会・理事（台北市政府顧問）
07 台 楊 寶發 〃団員 : 台北市孔廟管理委員会・主任委員（同市民政局・局長）
08 台 辜 偉甫 〃団員 : 台北市崇聖会・常務理事
09 台 李 團居 〃団員 : 中琉文化経済協会・理事
10 台 陳 錫慶 〃団員 : 台北市崇聖会・董事
11 台 劉 寧顔 〃団員 : 台北市孔廟管理委員会・執行秘書
12 台 張 清來 〃団員 : 中琉文化経済協会・会員（中華民国全国総商会・理事）
13 台 陳 澤吉 〃団員 : 台北市崇聖会・会員
14 台 李 火徐 〃団員 : 台北市崇聖会・会員
15 台 李 雪峰 〃幹事 : 中琉文化経済協会・会員
16 沖 大島 修 屋良朝苗沖縄県知事・代理（渉外部長）
17 沖 平良 良松 那覇市長
18 沖 稲嶺 一郎 参議院議員（歓迎委員会・委員長）
19 沖 国場 幸太郎 那覇商工会議所・会頭












たものである。（写真 1）　大理石製（採掘地 : 花蓮）の台座（約 4．3メートル）の上に立っ
た孔子銅像（約 2．7メートル）は、中国彫塑学会理事長である劉獅の設計・彫塑により作
製された [ 具志堅（編）2010：13；劉 1976：173、1989：146]。この銅像の建立に際しては、
台座の材料として台湾側（台北市孔廟管理委員会）から、台座四面用の各種碑文を刻んだ
大理石（4片）、「孔子問禮圖」・「仁」字を刻印した大理石（32 片）、白色大理石（大小 60 個）、
赤レンガ（6，000 塊）なども贈られている [ 中琉文化経済協会（編）1998：178]。
完成した孔子銅像の台座正面（南東側）には、「大成至聖先師孔子造像」の文字と寄贈



























崇聖会が作製・寄贈し中琉文化経済協会寄贈の香炉・燭台は台北で作製された [ 劉 1989：
144] という内容にとどまっていた。ただ、同論考に掲載された、1974 年 12 月に台北市孔
廟で孔子・四配神位が贈呈される様子（写真 3・4）、祭壇前に並べられた神位〔5柱〕・香
炉〔角型 大・小〕・燭台〔1対〕・爵〔12 個〕の写真（写真 5）は大変貴重な資料であり、
以下で転載しておきたい [ 劉 1989：156－157]。







筆者撮影（2017 年 8 月 11 日）
写真 1　那覇市久米の孔子銅像 写真 2　台座（正面）の碑文
写真 3 神位・祭器の贈呈式（1） 写真 4 神位・祭器の贈呈式（2） 写真 5 神位・祭器の贈呈式（3）
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― 1975 年前後の協力・寄贈品とその政治・文化的背景への注目から ―
他方、沖縄側の資料で、台湾側から久米崇聖会側への神位・祭器・扁額などの寄贈品に
関する多少なりとも詳しい情報は、『至聖廟復興二十周年記念誌』に掲載されている。そ
こでは、台湾側からの寄贈品として、孔子神位（台北市崇聖会 昭和 49 年 1 月 5 日）（13）、
扁額（「萬世師表」〔陳立夫氏書〕中
マ マ
琉文化協会 昭和 52 年 1 月 5 日）、扁額（「至聖廟」〔方
治氏書〕 昭和 52 年 1 月 5 日）、扁額（「有教無類」中
マ マ




昭和 49 年 12 月）が挙げられていた [ 国吉（編）1995：110]。




香炉（錫製・大型〔角〕1〔個〕、萬世師表銘あり 昭 49・9）、② 扁額（萬世師表 1〔面〕
昭 52・1・5）、③ 燭台（錫製・大型 1 対 昭 49・9）の 3つのみであった（全て「（台北・）
中琉文化経済協会」名）。他方、同欄が空欄になっているものとしては、④大成至聖先師
孔子神位（1 昭 49・12）、⑤ 復聖顔子神位／宗聖曽子〃／述聖子思子〃／亜聖孟子〃（〔各〕
1 昭 49・12）、⑥ 香炉（真鍮製・小型 1）、⑦ 香炉（真鍮製・大型、龍文 1 前面）、⑧ 酒
杯（銀製 15）、⑨ 杯台（角型 5〔個〕）、⑩ 燭台（真鍮製 1 対）／⑪ 帷（絹 金色 3 張 昭
49・12）があった。また、同じ具志堅以徳氏所蔵の資料（「程順則 蔡温頌徳碑建立　孔子
廟復興再建記録」の綴り中）には「至聖廟、明倫堂、天尊廟、天妃宮建立費中間報告（昭
和 49 年 10 月 4 日現在）」という文書もあり、そこには「台湾にての購入」として「〔御〕












している。『久米崇聖会 100 周年記念史』内、年表の 1974 年の項にも「四配神位の注文」
との記載が見られるため [ 久米崇聖会 100 周年記念史編集委員会（編）2014：189]、作製
は台湾側であっても、最終的には久米崇聖会が購入したのだと考えられる。「爵」は、上
記の具志堅以徳氏資料に台湾で 12 個購入した旨の記載がある一方で、同「備品・什器台
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されている [ 方 1990：240；中琉文化経済協会（編）1998：21]。また、久米崇聖会側の資
料によれば、1979 年 5 月に「中華民国祭孔団」の名で再度Ⓔ「有教無類」の扁額が贈ら
れてきたという [ 久米崇聖会 100 周年記念史編集委員会（編）2014：191]。なお、1975 年
前後ではないが比較的新しい寄贈としては、1982 年 8 月にⒻ孔聖奉祀官・孔徳成からの「扁
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めていた [ 菅野 2011]。こうした意図に基づいた内政諸政策が施行される一方で、外交に
おける中華民国の苦難は続いていた。1960 年代末に始まる米中接近、さらには国連を舞
台とした中国代表権論争における敗北と国連脱退（1971 年 10 月）により、中華民国の国
際的な立場はより一層弱まっていった [ 若林 2008：第 3章 ]。
他方で、中国大陸では大躍進政策（1958 ～ 1961 年）の失敗によって政治的影響力を弱
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た。いわゆる「批孔」である。清末以来の混乱や日本軍の侵攻、さらには修復・保全の不
備によって荒廃していた中国各地の孔子廟は、この「革命」によって破壊され、場合によっ
ては学校その他の建設・拡張のために撤去された [ 孔／孔 2011：132－150]。
中国大陸における文化大革命の始動に対抗し、台湾を「復興基地」と位置付けて「反攻
大陸」の機会を狙っていた蒋介石総統は、孫文の生誕百年を祝って建設された中山楼中華
文化堂の落成紀念文（1966 年 11 月 12 日）において、孫文の三民主義を継承し、中華民
族文化を発揚すべきだと主張した。蒋総統のこの発言に国内各界のリーダーらが呼応し、


















定めた「大成至聖先師孔子誕辰紀念辦法」（公布・施行：1969 年 9 月 19 日）、ならびに祭
礼改革（1968 年～ 1970 年）からも見て取ることができる [ 杜 2003：190－194；水口















および所作の概要説明も収められている [ 祭孔礼楽工作委員会 1970：19－22]。
久米崇聖会による至聖廟再建・釈奠復興との関連でいえば、同廟の再建と釈奠復興から
三周年となる 1977 年には、10 月 10 日の中華民国・国慶節に合わせ、台湾側から礼生・
楽生・佾生ら総勢 160 人から構成される「祭孔舞佾訪問団」が沖縄を訪問し、44 種の楽
器を用いた「楽」や、台北市立の成淵中学校や大龍小学校の児童・生徒らによる「舞」を
伴う釈奠を、若狭の至聖廟で挙行している [ 中琉文化経済協会（編）1998：26－27；久米
崇聖会 100 周年記念史編集委員会（編）2014：190；久米崇聖会 2018]（22）。同様の「祭孔























ある、といった説明文 [ 祭孔礼楽工作委員会 1970：20] からも窺い知ることができる。また、
孔子・儒家思想の継承や孔子廟の建設、そして釈奠の実施が「中華文化の復興」・「中華文
化の発揚」にとって肝要であり、中華民国総統（蒋介石）も歴代の皇帝同様に孔子に対す
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る国家的な祭礼の主祭者であるとする認識・姿勢は、同冊子の約 10 年後に台湾省新聞処
から刊行された書籍『台湾的孔子廟』の各所にも示されている [ 黄（編）1987]（23）。1975
年 1 月の至聖廟再建・釈奠復興時の孔子・四配の神位や孔子銅像と同様に、1977 年 10 月、











2000；許 2008；石井 2010；赤嶺 2013]。中華民国では戦後も、中国歴代王朝（明朝・清朝）
との歴史的な関係の中で用いられてきた「琉球」という呼称を意識的に継続使用してきた
が、実はそのこと自体が、沖縄に対するかれらのスタンスを物語っていたのである（24）。
中琉文化経済協会は、国民外交を担う団体として 1958 年 3 月に設立された。同協会は
民間団体の形を採用しているが、本来は中華民国政府の対「琉球」政策の一環として、蒋
介石総統の意を受けて設立された団体であった [ 方 1990：136－139；楊 1990：481－482、
1997：119；石井 2010：87－88；許 2014：36]。したがって同協会は、中華民国と「琉球」
との政治、文教・学術、経済・貿易、観光、婦女組織、青年組織などの分野で全方面的な
交流を進めただけでなく、過去には米軍統治下での技術者・労働者派遣事業 [ 八尾 2010]、
1980 年代半ば以降にはビザ発行業務などを担当したように、戦後の台湾と沖縄の関係に
おいて半ば「官」的な役割を果たしてきた [ 楊 1997：119－144；中琉文化経済協会（編）
1998]（25）。
中琉文化経済協会の初代理事長に就任したのは、安徽省桐城県出身で 1920 年代に日本





会初代理事長に就任し、29 年間（1958 年 3 月～ 1987 年 6 月）にわたって同協会をリード








献を記念し、彼の存命中の 1983 年 10 月 10 日（中華民国・国慶節）には、沖縄および台
湾側有志の協力を得て、沖縄県恩納村ムーンビーチを見下ろす丘に建てられた顕彰碑（生
壙）の除幕式が行われた [ 方 1990：262－276；楊 1997：107－108；中琉経済文化協会（編）
1998：752－753]。さらに 1989 年 3 月 28 日の方治逝去（享年 94 歳）に際しては、台湾だ
けでなく沖縄でも告別式が開かれ、遺骨は故人の意向を尊重し、同顕彰碑が建てられた場
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に基づくべきである」。
「琉球」に対する方治のこうした眼差しは、当然、「琉球」における「尊孔」に対しても












1975 年 1 月 25 日の一連の式典の内、方治理事長の祝辞内容は、台湾側ならびに沖縄側
















意義を強調する方治のスタンスは、1975 年 1 月 25 日の一連の式典に出席した他の台湾側
来賓の祝辞でも示されている。例えば孔徳成は、孔子銅像建立除幕式の祝辞の中で、孔子
の「学説や思想」は「中国文化精義の所在」であるだけでなく、「東方全体、乃至は、全




















核にいた [ 林 2005：第 3章；菅野 2011：第 3章 ]。しかし、中琉文化経済協会の方治理事
長は、その自叙伝にも記されているように、68 歳の時に胃の病を患う中で「福音」と出













拶を締めくくっている [ 劉 1976：177－178]。同じく落成式において屋良朝苗沖縄県知事
の代理で挨拶した大島修県渉外部長も、戦後の至聖廟再建と孔子の道徳の宣揚に対する久
米崇聖会の尽力を評価しつつ、自己中心主義や利益追求が優先される現代社会における「孔
子思想」の役割を強調している [ 劉 1976：178]。戦後に経済復興はしたが、人々の精神性
は軽視されており、こうした時代であるからこそ、孔子・儒教の「精神教育」や「仁・徳・
忠恕之道」が日本や世界にとって必要であるとする同様の認識・語りは、斯文会・徳川宗
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敬会長の代理で出席した同会の麓保孝常務理事や平良良松那覇市長の祝辞の中にも登場す







昌らが登場する [ 劉 1976：168；方 1990：234－235]。同じく劉寧顔の報告には、釈奠終了
後の歓迎晩餐会における、沖縄側の要人の発言、すなわち「中華民国と我々との千年余の
関係」・「中琉のさらなる相互団結」（稲嶺一郎）や「蒋総統のご健勝と中華民国国運の昌
















































































から 140 年、「本土復帰」から 40 年以上がたった現在も、中国と日本との狭間にある琉球・
沖縄の歴史・文化的な「境界性」を喚起させるものとして、存在し続けている。
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1976、1989；中琉文化経済協会（編）1989、1998；楊 1990、1997；朱 2018：第 10 章 ]。
これらの資料・文献については以下で言及していくが、これまで十分に参照・検討
されてこなかったものの、1975 年 1 月の至聖廟再建・釈奠復興に関する一連の出
来事を比較的に詳しく記録しているのは、劉寧顔（台北市孔廟管理委員会・執行委

























告 [1976：174] を参考に引用者挿入）「大成至聖先師孔子， 名丘， 字仲尼，我國春秋
魯之昌平鄉陬邑人。生有聖德， 學無常師， 嘗問禮於老， 學樂於萇弘， 習琴師襄， 
修道立德博辯知名。定公任爲司空旋擢大司冦， 攝行相事， 誅亂政者少正卯， 三月路
不拾遺， 國稱大治。齊人畏其覇， 以女子好者八十人進魯君而沮之， 逐棄官， 一車二
馬， 週遊列國， 凡十三年， 不見用。退而刪詩書， 訂禮樂， 贊周易， 作春秋， 休坐杏壇， 
從者彌衆， 莫不受業焉。 周室式微夷狄交侵， 諸候割據， 民生日蹙， 乃倡尊周攘夷
大一統主張， 並揭明仁道， 崇禮治， 以教天下。二千餘年， 奉爲師表， 學術價值不因
代， 久遠而遭忽視， 或爲科學發達而被輕估。思潮激奮， 擧世宗行， 無國家之分， 
無地域之別也。琉球與我唇齒相依， 素敦睦誼， 秦漢之會， 卽已互通聲氣， 至民
ママ
[ 明 ]
洪武間， 曾策封察度爲中山王， 文化交流自茲益盛。那覇久米孔子廟之設， 是爲明證。
惟二次大戰毀於兵燹。近年始由崇聖會發起重建， 理事長國吉有慶， 理事仲井真元
[ 楷 ] 及設計事務所長嵩原安一郎， 且 本市孔廟參謁， 考察 型， 觀摩儀禮， 以爲興
工之鑑。復經中琉文化經濟協會理事長方治， 洽請中華民國臺北市政府塑贈大成至聖
先師銅像一尊， 庶使宏謨丕顯， 正道昭彰， 亦以緜延中琉斯文一脈也。／中華民國台




で挙げるように、久米崇聖会メンバーによる 1973 年 9 月の台北市孔廟釈奠見学に
ついては台湾側の新聞でも報道されているため、ここでは劉寧顔の報告に基づいて
整理した。
　なお、陳紀瀅（立法委員、中琉文化経済協会理事）の『瞭解琉球』[ 陳 1967] には、
1966 年 5 月に方治理事長を団長、陳や張希哲（立法委員、後の中琉文化経済協会






















（9） 劉の報告では「12 月 21 日」となっているが、注 11 で挙げる台湾側の二つの新聞





名を連ねていた [ 劉 1976：164；中琉文化経済協会（編）1998：178－179]。
（11） 沖縄側の報道としては、「孔子至聖廟を再建」『琉球新報』（1975 年 1 月 26 日、10 面）、
「盛大に孔子像除幕式」『沖縄タイムス』（1975 年 1 月 26 日、10 面）がある。他方で、
台湾側での関連する新聞報道としては、「孔子之道」『聯合報』（1973 年 9 月 28 日、
第三版）、「琉球華僑崇聖会員 来台參加釋奠大典」『聯合報』（同）、「旅居琉球華僑 
建立孔子銅像」『聯合報』（1974 年 9 月 30 日、第六版）、「孔子聖位奉送琉球」『聯
合報』（1974 年 12 月 21 日、第六版）、「夫子之道 四海廣被」『中国時報』（1974 年
12 月 21 日、第六版）、「琉球孔廟落成 隆重舉行大典」『聯合報』（1975 年 1 月 24 日、
第六版）、「琉球孔子聖廟聖像 今天舉行揭幕大典」『聯合報』（1975 年 1 月 25 日、
第六版）などがある。
（12） 1982（民国 71）年にグアテマラに同様の孔子銅像を贈った際の関連文書は、中央
研究院近代史研究所の外交部 案群に収録されている。（外交部 案 020－061104－
006）。
（13） 注 9 でも言及したように、台湾側の新聞報道に基づけば、孔子神位の実際の贈呈日
は、1974（昭和 49）年 12 月 20 日のことだったと考えられる。
（14） この「御神体」とは、併せて再建された天尊廟・天妃宮に奉納された六体の神像（天
尊廟〔天尊、関帝、竜王〕、天妃宮〔天妃、順風耳、千里眼〕）を指すと考えられる。
なお、これらの神像は、久米崇聖会が台北市内で購入し、12 月 22 日に、台北市萬華
の龍山寺で「點眼式」（開眼式）が行われたとされる [ 劉 1976：170、1989：149]。
（15） なお、中琉文化経済協会の記録によれば、同会は至聖廟再建関連の式典参加の直前
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の 1975 年 1 月 16 日に会議で、「琉球」への小型孔子銅像（10 尊）の寄贈を台北市
政府民政局に要請し、また孔子・四配神位（各一柱）を「琉球」側関係者への贈物
として持参することを決定している [ 中琉文化経済協会 1989：148－149、1998：
178]。ただし、現在の久米崇聖会幹部曰く、これらが実際に沖縄側に贈られたかは
不明だという。






倫堂内）の上部に移動された「至聖廟」（丁巳〔＝ 1977〕年五月 方治敬書 印）、扁
額Ⓔは大成殿・顔子／子思子祭壇上部の「有教無類」（丁巳〔＝ 1977〕仲秋 中華
民國訪琉祭孔団敬献）、扁額Ⓕと扁額Ⓑは同一のもので大成殿・曽子／孟子祭壇上




（18） 中琉文化経済協会（編）『工作紀要 第一冊』、98 頁。
（19） 至聖廟再建と関連する 1975 年前後の「工作紀要」（手書き資料）については、中央
研究院人文社会科学研究中心の朱徳蘭博士より、その複写をご提供いただいた。
（20） 中琉文化経済協会（編）『工作紀要 第一冊』、98 頁。
（21） 同辦法は、その後、祭礼実施時間の短縮などを目指した修正 [cf. 杜 2003：195－
197] が施された後、台湾独立志向の強い民主進歩党の陳水扁政権下で一度廃止され
た（廃止：2003 年 9 月 19 日）。ただし、廃止の直前（2003 年 9 月 12 日）には同法
をもとにした「大成至聖先師孔子奉祀及紀念要點」が制定され、部分的な修正をへ
ながらも存続している [cf. 水口 2010：389]。











― 1975 年前後の協力・寄贈品とその政治・文化的背景への注目から ―
嶺 2013：47]。なお、数度の政権交代をへて、中華民国の対「琉球」政策における
同会の影響力は低下しているが、同会の過去および現在の活動概要は、そのウェブ
サイトで確認することができる。＜ http : //srcea1958. com/index.html ＞
（26） 方治の生年については、「民国前 17 年」（1985 年）とする文献もあるが、ここでは
自叙伝 [ 方 1990] の記載に従った。なお、方治は、1920 年代に日本に留学した際、「東




琉のかけ橋」『琉球新報』〔1989 年 4 月 18 日、9 面〕、「中琉のかけ橋としての大き









（30） 注 11 で取り上げた個々の新聞記事を参照。
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